
 

 

 
我
が
国
の
少
子
化
が
止
ま
ら
な
い
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
、
令
和
元
年
の
出
生
数
は
八
十
六
万
四
千
人
で
、
明
治
三
十

二
（
一
八
九
九
）
年
に
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
、
最
も
少
な

か
っ
た
。
こ
こ
で
、
少
子
化
に
関
す
る
よ
く
あ
る
ご
意
見
を
ご

紹
介
す
る
。「
少
し
大
き
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
今
回
の

消
費
税
財
源
を
、
少
子
社
会
対
策
と
し
て
女
性
の
労
働
環
境
改

善
に
使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
そ
も
そ
も
「
子
ど

も
を
も
う
け
ら
れ
る
環
境
と
は
何
か
？
」
か
ら
掘
り
下
げ
て
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
す
。」（『
リ
ハ

ビ
リ
三
会
長
鼎
談
：
二
〇
一
九
年
消
費
税
引
き
上
げ 

そ
の
財

源
を
ど
う
活
か
す
か
』）。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
少
子
化
の

原
因
は
、
非
婚
化
（
未
婚
化
）
と
少
産
化
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
結
婚
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
結
婚
を
希
望
し
て
い
る
未
婚
の
二
十
〜
四
十
歳
代
の
男
女

で
は
、「
経
済
的
に
余
裕
が
で
き
る
こ
と
」
が

42

・
4

％
で

最
も
高
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
と
二

十
九
年
の
所
得
分
布
を
見
る
と
、
二
十
歳
代
で
は
百
五
十
万
円

未
満
の
割
合
が
増
加
し
、
三
十
歳
代
で
は
百
〜
四
百
万
未
満
の

割
合
が
増
加
し
た
。
若
い
世
代
の
経
済
的
余
裕
が
あ
る
と
は
言

え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

政
治
の
役
割
と
し
て
、
事
実
婚
や
同
性
婚
を
法
的
に
認
め
る

と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
寛
容
さ
は
必
要
な

の
か
も
知
れ
な
い
。
と
同
時
に
、
普
通
に
働
き
、
暮
ら
す
人
た

ち
が
経
済
的
余
裕
を
持
て
る
社
会
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
そ
の

る
。
今
回
は
、
前
者
に
注
目
し
た
い
。 

 

『
令
和
元
年
版 

少
子
化
社
会
対
策
白
書
』
の
内
容
は
、
興

味
深
い
。
十
八
〜
三
十
四
歳
の
未
婚
者
で
「
い
ず
れ
結
婚
す
る

つ
も
り
」
と
答
え
た
割
合
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年

調
査
で
は
男
性

85

・
7

％
、
女
性

89

・
3

％
で
あ
り
、

多
く
の
若
者
が
結
婚
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。
し
か

し
、
現
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）

年
の
婚
姻
率
（
人
口
千
人
当
た
り
の
婚
姻
件
数
）
は
4.9

と
過

去
最
低
で
、
婚
姻
件
数
は
六
十
一
万
組
を
切
り
、
過
去
最
低
で

あ
っ
た
。
五
十
歳
時
の
未
婚
率
は
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年

以
降
、
上
昇
の
一
途
に
あ
る
。
非
婚
化
（
未
婚
化
）
は
確
実
に

進
行
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。 

国
の
政
府
、
政
治
家
の
役
割
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
多

く
の
人
が
結
婚
し
、
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会
に
な
る
可

能
性
が
高
ま
る
。
し
か
し
、
政
府
の
少
子
化
対
策
を
「
質
・
量

と
も
に
十
分
で
は
な
い
」
と
答
え
た
二
十
〜
五
十
歳
代
男
女
の

割
合
が
、
61

・

7

％
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
ろ
そ

ろ
「
そ
ん
な
財
源
が
ど
こ
に
あ
る
⁉
」
と
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

あ
る
。
さ
て
、
デ
フ
レ
脱
却
を
し
て
い
な
い
状
況
で
、
家
計
消

費
の
伸
び
率
を
抑
制
し
、
実
質
賃
金
を
低
下
さ
せ
、
逆
進
性
が

高
く
、
デ
フ
レ
圧
力
に
な
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
是
認
し

た
の
は
誰
な
の
か
。
そ
の
政
策
は
本
当
に
少
子
化
対
策
に
な
り

得
る
の
か
。
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
「
よ
く

あ
る
ご
意
見
」
の
威
力
な
の
で
あ
る
。（
五
） 

※「
幹
事
の
つ
ぶ
や
き
」は
広
島
県
理
学
療
法
士
連
盟
の
幹
事

が
、
政
治
に
関
す
る
解
説

、
時
事
批
評

、
エ
ッ
セ
イ

、
書
評
な

ど
を
気
ま
ま
に
お
届
け
す
る
も
の
で
す

。是
非

、感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
（h

iro
sh
im

a
-in

fo
@
p
t-re

n
m
e
i.in

fo

）。
な

お

、本
コ
ラ
ム
は
個
人
の
見
解
で
あ
り

、広
島
県
理
学
療
法
士

連
盟
の
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（

広
島
県
理
学
療
法
士
連
盟

情
報
発
信
・
令
和
二
年
一
月
二
十
二
日
・
第
二
一
一
号

） 

 
よ
く
あ
る
ご
意
見 


